
し

応永地成抜砕を訪ねて

地蔵信仰
しゃかにょらい にゅうめつ みろくぶつ

地蔵菩薩は、釈迦如来の入滅後、弥勒仏が成仏

するまでの五六億七千万年の間、笑畠註1の衆生を救

済するとされる仏様です。その信仰は平安時代以降

に一般に広まり、現在も私たちが苦しいことや困っ

たことがある時などに助けてくれる身近な仏様とし

て、観音菩薩と共に信仰されています。

久留米市では古い例として津福本町の長法寺や大
ちょつにちじ

善寺町朝日寺に鎌倉時代の地蔵菩薩像が残されて

います。また、今から約600年前にあたる室町時代

の侶屎笙簡 (1394~1428)頃には地蔵巖蒻が多数

造られています。

じぞうらい-・ぅずい↑び

①地蔵来迎図板碑（宮ノ陣町、県指定）
, -

久留米に

現存する板

碑の中では

最も古い
しようへい

正平22年
(1367)の

銘を持つ地

蔵菩薩板碑

です。

本来は高

良山蔓岩社
奥の院にあ

りましたが、明治2年 (1869)に宮ノ陣町の国分

寺へ移されています。
しゃくじょう

高さ約lmの板石に、右手に錫杖、 左手には
れんげざ

宝珠を持ち、蓮華座の上に立って救いの手を差し

伸べよ うとする地蔵菩薩の姿が細密に線刻されて

います。

れきしさんば No.35
応永年間の地蔵板碑

②ピ禾遥耐蘊（長門石町、市指定）

応永3年(1396)の銘を持ち、肥前の戦国武将、

閤［紐告篠
のぶ

信が戦勝

のお礼に洪

水の心配が
ちり＜

ない千栗に

移したとこ

ろ、一夜の

うちに元の

場所へ戻っ

たという伝

説がある板

碑です。

高さ 1.83mの自然石を彫りくぼめ、錫杖を持ち、

ややうつむき加減に蓮華座の上に立つ地蔵菩薩

が半肉彫りで表現されています。

この板碑を手本としたと考えられる板碑が、筑

後川右岸の佐賀県鳥栖市やみやき町に10基ほど

残されています。

③ 医笙寺の証歳畜薩膨篠椴滋（寺町、市指定）
” 

医王寺裏

の墓地に立

つ板碑です。

嵩さ約

60 cmの自

然石の平坦

部に、蓮華

座の上に立

つ地蔵菩薩

が彫られて

います。

註1 六道 ・・• 仏教において、迷いある者が巡るとされる 、 天道、人間道、 修羅道、 畜生道、 餓鬼道、地獄道の6つの世界



応永5年 (1398)の銘を持つこの板碑以降、久

留米に造立された板碑の地蔵菩薩立像は、錫杖を
よがんい ん

持たず、左手には宝珠を持ち、右手は与願印注2を

結ぶ姿をしています。
，， んヽぷん

この板碑は江戸時代の寛文6年 (1666)、童子

の追善供養碑と して転用されています。

④碁弁加蘊畜薩膨紺椴蒻（山川町、市指定）

御井小学

校の東側、

岩井の清水

の上に造ら

れた地蔵堂

に祀られて

いる板碑で

す。

高さ約

1.25mの自

然石を彫り

くぼめて繭

型の光背と地蔵菩薩像を半肉彫りで表現する板碑

で、額には宵冦n:3のための穴があり 、左下方に

は応永 11年 (1404)2月の銘があります。

背面には 15名の願主名が彫られていますが、

その中には 「馬尭良」という中国名らしき名前も

あり、 注目されます。

⑤首日の屈祓畜薩膨紺椴滋（荒木町、市指定）

白口）1|にか

かる鶴亀橋の

東側にある地

蔵堂に祀られ

た高さ 85cm 

の板碑です。

自然石を長

方形に彫り<

ぼめ、蓮華座

に立つ地蔵を

半肉彫りで彫

り出していま

す。全体の表現は岩井の地蔵板碑と良く似ています

が、白奄孔はありません。

石の両側面には、応永 11年 (1404)8月の銘と

13名の願主の名前が刻まれています。

直蒻蘊の証祗畜薩庸地雀椴悩（高良内町、市指定）

現在は横馬

場地区の観音

堂横に祀られ

ていますが、

本来は宗崎か

ら高良内へ向

かう野道に立

てられていた

板碑です。

高さ約lm

の自然石を彫

りくぼめて地

蔵立像を彫り出し、応永 11年11月の銘があり ます。

額には白奄の孔がありますが、岩井や白口板碑の表

現に比べると、耳の表現がなく、衣服の表現も簡略

化されています。

⑦遍漁憐の騒祗畜薩蘭屠雀椴滋（寺町、市指定）

遍照院山門

を入った東側

の墓地に立つ

地蔵板碑です。

下半分は失

われています

が、約 50cm 

分が残る自然

石を彫りくぼ

めて、地蔵菩

薩立像が半肉

彫りに表現さ

れています。白牽孔や耳の表現はありませんが、衣

服は鐵まで細かく表現されています。

左下に 「應は）」の一文字が残り、岩井 ・白ロ ・

横馬場の応永11年銘板碑と良く似ていることから、

その3基とほぼ同じ時期に同じエ人が製作した板碑

と考えられます。

⑧甘綸等の旭歳畜薩蘭1紺被遥（京町、市指定）
日輪寺の山門をくぐると境内が小嵩くなっている

場所がありますが、実はその小山は5世期末～6世

紀のはじめに造られ、国の史跡にも指定されている

日輪寺古墳の墳丘です。墳丘上には観音堂があり 、

その横に高さ約60cmの地蔵板碑が祀られています。

註2 り願印 ・・・手の平を前に向けた形。人々の願いを皿き人れ、望みを叶えることを意味する印と言われている。

註3 白 廷・..仏の附l}｝］のやや上に生えているとされる白い巻き毛。如来と菩薩に見られる。



この板碑は、

応永 22年

(1415) 8月

の銘がありま

すが、彫り方

は浅い上に磨

耗が著しく、

表情や持ち物

の詳細は不明

です。本来は

城南町にあっ

たと伝えられ

るものです。すぐ隣には100年ほど後の室町時代末

期の製作と推定されている板碑もあり、表現の違い

を比べて下さい。
くりや じぞ·•ぽさつちょうぞういたび

⑨厨の地蔵菩薩彫像板碑（東合川町）

地元で「ク

リヤ」と呼ば

れる場所に立

つ板碑です。

高さ約 60

Clllの自然石の

平面を浅く彫

り込み地蔵菩

薩立像が刻ま

れていますが、

表現は簡略で、

不鮮明です。

側面には願主2名と応永 25年 (1418)の銘があ

りますが、江戸時代中期の記録によると、元は府中

（現御井町） の姜羮等にあり、府中の誓の愈化須と

して祀られていたようです。

⑩称落 藷の屈歳畜薩彫雀板滋（大善寺町、市指定）

境内の観音

堂に祀られて

いる板碑です。

高さ約 1.2m

の片岩質の板

石に宝珠を胸

前ではなく、

左肩外に持つ

地蔵立像が薄

肉彫りされて

います。その右下には小さな仏像1体、上方には釈
あしゅくふくうじょうじゅ し99じ

迦 ・阿閤 ・不空成就如来と考えられる種子註4が彫ら

れており、応永28年 (1421)の銘があります。

⑪笛蔦の述歳畜薩蘭ぷ巌蘊（大善寺町、市指定）

中島公民館

の傍らにある
ほこら

祠に安置さ

れた板碑です。

高さ 92Clll 

の片岩質の板

石に地蔵立像

を薄く彫り出

し、その上に

は阿弥陀の種

子が刻まれて

います。

大きな宝珠を左肩側に持ち、種子が刻まれている

など、称名院の板碑と共通点が多く、同時期・同エ

人の製作と考えられます。

応永地蔵について

応永年間を中心に造立された地蔵菩薩彫像板碑群

は、次ページの分布図を見ていただくとわかりまホ

ように、久留米市 (11基） ・佐賀県鳥栖市 (3基） ．

みやき町 (7基）に多く、他には八女市上陽町 (1

基）、みやま市瀬高町 (1基）、佐賀県基山町 (2基）

にも分布しています。筑後川右岸の板碑は七木地蔵

板碑のように錫杖を持ち、筑後川左岸の板碑は錫杖

を持たず与願印を示すという特徴があります。

板碑の分布する場所は、高良大社、大善寺玉垂宮、

千栗八幡宮の勢力圏であり、また、板碑の造立に関

わった方たちの名前に「道」の文字が付く名前が多

いことから、当時、この地域にはこれらの神社に属

し、「道」の字を共有する人々が主導する地蔵講があ

ったと考えられています。

応永年間は室町幕府の第3代将軍を引退した足利

義満が金閣に代表される別荘北山殿を拠点に権力を

振るっていた頃です。50年余りも続いた南北朝の動

乱は一応終息しましたが、筑後では勢力回復を狙う

菊池氏が度々筑後に侵入するなど、まだ争いは続き、

平和とはいい難い時期でした。

そのような時代に生きた人々が、地蔵菩薩に救い

を求めていたようすを板碑は物語っています。

註4 種子・・・ 占代インドの文字である梵字を用い、諸郎を表現したもの
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